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東
海
道
濱
松
宿

に
關
す
ろ

一
考
察

(上

)

大

山

敷

太

郎

陶
、
は

し

が

き

憂
駆
網
渥
ヨ

牛

ゼ
ぢ

韮
旦

σ
」

「
豪
し
て

弔
巽
爺

膣

α
運
麺
と

し
』
こ
と

に
.雪
聖
ゐ

ξ

一
積

廼

て

遭

そ

が

、
又
比
較
的

閑
却

せ
ら
れ

た
る
問

題

で
あ

る
。

よ

っ
て
私

は
弦

に
、
東
海
道

五
十

三
次
の

一
た
り
し
濱
松
宿

に

つ
い
て
若

干
を

論
述

す

る
こ
と

の
、
必

ら
す
し
も
無

用

の
業

に
非
ら
ざ

る
を
畳

え

る
の
で
あ

る
。
撮

る
と

こ
ろ
の

文
献

は
、
「
濱
松
宿

御

役
町

由
来

記

、
附

、
宿
人

馬
持

立
之
愚
案

」
、
及

び
「
遠

州
濱
松
各
町
書

上
」
と
題

す

る
二
爲

本
を
圭
と
す

る
9
前

者
は
寛

政

二
年

(
西
一
七
九
〇
年
)
和
久

田
寅
な

る
人

の
撰

に
係
り

、
そ

の
前
書

に
依

る

に
常
時

呵

々
奮
家

に
残

存

せ
る
古
記
録

を
尋
棄

し
、
彼

此

参
照
輯
録

し
て
以

て
道
中
宿

騨
改

め
役
人

に
提
示

せ
し
も
の

で

あ

り

、
後
者

は
別

に
叉
「
濱
松

丁
間
町
数
惣
家
敷

橋
敷

井
町

々
役
儀
動
方
量
帳

」
と

も
見
え
、
巻
末

に
賓
暦

九
卯

年

(西
、
一
七
五
九
年
)
六
月
、
松
李
富

之
助
家

来

、
町
奉
行
河
原
甚

左
衛
門

と
識

さ

れ
て
み
る
。
而

し
て
爾
者

は
共

に
敷

'

十
年
前

、
東
京

帝
國

大
學
史

料
編
纂
掛

に
よ
り

て
採
訪

せ
ら

れ
た

る
こ
と
あ
り
、
そ

の
原
本

は
濱
松

、
、杉
浦
彦

惣

氏
.の
奮
藏

に
係

る
も

の
で
あ

る
。
一

東
海
道
濱
松
宿
に
聞
す
る
↓
考
察

第
三
+
三
春

・
九
九

・第

一
號

…
九
九



東
海
道
濱
松
宿

に
關
す
る

一
考
察

第
三
十
三
巻

一
〇
〇

第

一
號

一
〇
〇

今

、

つ
.い
て
こ
れ
を
見

る

に
、
特

に
前
者
は
第

一
史
料

と
し
て
令

達
書
そ

の
他
を
多

く
収
載

し
、
街
道
宿
騨

と

し

て
の
濱
松

を
知

る
上

に
参
考
遷
す

べ
き
鮎
勘

な
か
ら
す

、
延

い
て
叉

一
般

に
宿
騨
登
達

の
次
第
を
観
察

す
る
好

箇

の

一
資
料

で
あ

る
。
然

る
に
未
だ
江
湖

に
紹
介

せ
ら

れ
す
、
「
濱
松
市

史
」
等

に
も
全

く
引
用

せ
ら

れ

て
る
な

い

標

で
あ

る
こ
と
は
憎

む

べ
き

で
あ

る
。
よ

っ
て
私
は
以
下

主
と

し
て

こ
れ

に
擦

り
、
近
世
宿
騨

の

一
例
と
し
て
そ

の
登
達
を
概

観

し
、
特

に
宿
騨

の
中

心
事
務

と
し

て
、
所

謂
宿
場
町

を
特
色

づ
け
た

る
人
馬
繊
立

に
關
す

る
組

織

に

つ
い
て

一
考
察

を
施

し

て
見
渡

い
と
思

ふ
。

…
…
、
瀞
輯
松
{櫃
以
曲隅
の
慨
…　襯

近
世
宿

騨
と

し
て

の
濱

松

の
歴
史

は
、
慶

長
六
年
徳
川
家
康

が
東

海
道
傳
馬

の
制

を
定
め
、
そ

の

一
宿

に
則

せ

し

に
始

ま

る
(
後
述
参
照
)
が

、
先
づ

、
そ
れ
以
前

の

こ
の
地

に

つ
い
て

一
瞥

を
試

み
る
こ
と

は
、
無
意

義

で
な

い
で

あ
ら

う
。

濱

松

の
地

は
も
と
曳
馬

野
(
引
馬
野
、
叉
良
馬
)
と
蒋

し
た
。
永
豫
十

一
年

、
家
族
が
今
川
民
具

を
遠
州
掛
川
城

に
攻

め

て
こ
れ
を
降

し
、
遠

江

を
維
略

す

ろ
や
、
次

で
曳
馬

野
を
改

め

て
濱
松
と
稻

し

、
元
鶉
元
年

、
岡
崎

よ
b
移

っ

て
濱

松
城

に
入

る
。
然

し
「
和

名
抄
」
に
『
波
萬
萬
津
』
と
載

し

、
「
十
六
夜

日
記
」
に

『
こ
よ
ひ

は
ひ

く
ま

の
宿
と

い

ふ
所

に
と
と
ま

る
。
此

所

の
大
方

の
名

は
濱

松
と

い
ひ
し
』

云

々
と
あ

る
如

く
、
中
世
以
降
庄
名

に
呼
び

(例
之
、

東
鑑
、
治
承
五
年
の
條
)
、
附

近

一
帯

の
幕

な
b
し
奮
名

を
復
活

せ
し
も

の
で
あ

る
。
而

し
て
、
鎌
倉
時
代
初
期

の
紀
行

記
た

る
「
十
六
夜

日
記

[の
示
す
が
如

く
、
常
時
街
道
筋

の

一
宿
騨

で
あ

っ
た
が
、

更

に
湖

っ
て
奈
良
朝

の
時
代

よ

1)本 稿 に於 て、特 に出典 を掲 げ ざる もの は前 掲=:=富 木 に擦 る もので あ る。

、

饗

』

卜喧
騒

日「μ
「



り
歌
の
名
所
と
し
て
萬
養

に
「躍

舞

幕

薦

厩
熊

。碗
、離

婁

誰

翼

騨

」
(垂

・
毯

と

尿

ぜ
ら
れ
し
地

も
、
そ

の
地
域

に
多

少

の
憂
遷

は
あ

り
と
す

る
も
、
恐
ら

く
同

一
地
方
な

る
べ
く
、
濱
松

の
地
も

古

く
よ
り
名

あ

る
も
の
と
云

は
な

く
て
は
な
ら

ぬ
。

然

ら
ば

、
鎌
倉
時

代

に
お
い
て
街
道
宿
騨

た
り
し
濱
松

の
地

の
、
そ

の
後

の
情
勢

は
果
し

て
ど
う

で

あ

っ

た

か
。
「
濱

松
宿
御

役
町
由
來

記
」
の
編
者

に
よ

れ
ば

、
往
昔

、
足

利
氏

の
勢
威
專

ら
な
り
し
時
代

、
今
川
尿
當
地

に

圭

た
り
し
頃

に
は
至

っ
て
繁

昌

で
あ
り
、
家

居
も
澤
山
あ

っ
た
が
、
そ
の
後

職
制

打
続

き
し
た
め

、
天
文

・
弘
治

の
間

に
及

ん

で
は
昔

日
の
繁
榮

も
そ
の
跡

な
く

、
町
並

の
家

居
も
不
定

に
、
藪
園

の
中

に
此

庭
彼
庭
と

、
家

の
数

も
輝

く
な

っ
て
仕

舞

つ
た
と

云

ふ
。
ム
当

こ
の
記
述

の
基

く
と

こ
ろ
を
明
ら

か

に
し
な

い
が

、
惟

ふ
に
戦
国

争
奪

の
時

代

に
お

い
て
、
そ

の
衝

に
あ

た
れ
る
地

方
的
聚
落
が
、

こ
こ
に

い
ふ
が
如

き
戦
蝸
を
蒙

っ
て
萎

靡
衰

退
を
來

し
た

る
べ
き
は
、
敢

て
想
像

に
難

か
ら
ざ

る
も

の
が
あ

る
。

か
の
慮
仁

の
大
齪

の
後

に
あ

た

っ
て

「
汝
や
知

る
都

は
野
邊

の
夕
雲
雀

、
あ
が

る
を
見

て
も
落

つ
る
涙

を
」
(慮
仁
記
)
と
は
、
恐
ら

く
、
多
威
な

る

一
歌
人

の
尿
嘆

に
と

ど
ま
ら
す

、
規
模

を
小

に
し
て

は
、
地
方
至

る
と

こ
ろ

に
そ

の
類

例
を
見

し
も

の
で
あ
ら
う
。

天
文

二
十

二
年

、
時

の
城
主

、
飯

尾
豊
前

守
は
城
下
十
王
町
(後
の
傳
馬
町
、
當
持
家
籔
二
、
三
+
軒
あ
り
し
と
云
ふ
)
の
助

右
衛

門
な

る
も

の
を
任
じ

て
名
主

と
な
し

、
扶
持

を
給

し
て
、

」
領
内

の
配
符

、
鯛
渡
等

の
御
用

を
掌

ら
し
め

た
。

そ

の
後

、
永
腺
十

一
年
家
康
が

同
城

を
牧

む

る
や
、
同

じ
く
前
記
助
右
衛
門
子

孫

の
も
の
を
名
主

役

に
任

じ
・
そ

の

一
統

を

し
て
、
兵

粮
運
逡

そ

の
他

の
御
用
を
達

せ
し
め
た
。

右

に
よ

っ
て
地

方
人
馬
を
軍

役

に
駅
使

せ
し
次
第

を
知

る
の

で
あ

る
が

、
こ

の
縁
故

は
後

の
濱
松
宿
政

に
重
大

東
海
道
濱
松
宿
に
聞
す
る
一
考
察

・

第
三
十
三
巻

一
〇
一

第

一
號

一
〇
一

O



'

東
海
道
濱
松
宿
に
闇
ナ
る
一
考
察

第
三
+
三
巻

δ

二

笙

號

一
〇
二

な

る
關
係
を
有
す

る
。
即
ち
、

こ
の
際

御
用

に
任
ぜ

し
略

の
は
、
そ
の
功

を
以

て
地

子
有
次
第
免
許

の
特
権
を
賦

興

せ
ら

れ
、
そ
の
首
長
助
右
衛
門

は
慶
長

六
年
、
家

康

が
東
海

道
傳
馬

の
制

を
立

つ
る

に
及
び

、
濱
松
宿

の
問
屋

役

に
任

ぜ
ら

れ
、
同
地

に
お
け

る
人
馬
継

立
を
主
宰

し
、
子

々
孫

々
永
く
後

世

に
及

ぶ
迄
、
問

屋

、
本
陣
等

を
勤

め
た
の
で
あ

っ
九
。
明
治

二
年

、
明
治
天
皇
御
東
幸

に
際

し
て
、
そ

の
行
在
所

た
る
光
榮
を
捲

っ
た
の
も
質

に
、

彼

の
後

で
あ

っ
た

の

で
あ

る
。

三
、
渡

松

宿

の
起

立

慶
長
六
年

正
月
、
徳
川
家

康

、
東
海

道
傳
馬

の
制
を
定
む
。
蓋

、
久

し
き

に
亙

れ

る
戦
國
齪
離

の
後
を

う
け

て

諸

侯
を
統

制
し

、
中
央
集
権

の
實

を
あ
げ

ん
が

た
め

に
は
、
交

通

政
策

の
如

き
は
最

も
重
要

な

る
政
策

の

一
で
あ

り
、
傳
馬

制

の
如

き
も

先

づ
以

て
緊
要

な

る
施

設

で
あ

っ
た
か
ら

で
あ

ろ
。

濱
松

の
地

に
樹

し

て
も

こ
の
時
、
所
謂
「
御
傳

馬
」
員
激
を

三
十
六
疋
と

し
、
「
御
朱
印
」
井

に
「、御
定
目
」
を
下
附

し
て
馬
借
問
屋

を
た

て
し

め
、
先

き
の
十

王
町
も
そ

の
名

を
改

め
て
傳
馬

町
と
な
し

、
御
,傳
馬
御
定

の
御
用

を
勤

め
し
む

る
こ
と
と
な

っ
た

、
而

し

て
、
前

述

の
如

く
同
町
助
右
衛
門

は
任

ぜ
ら

れ
て
問

屋
役
、
御

朱
印
引

合

せ
改

役

に
就

い
た
。
若

し
濱

松

の
地

の
由

来
を
求
む

る
と

せ
ば

、
既

に
述

べ
し
如

く
か
な
り
古

く
溯

る
こ
と
が
出
來

、

鎌
倉
時
代

の
初
期

に
お

い
て
も
既

に
宿
騨

の

一
た
り

し

こ
と
が
認

め
ら

る
る
が

、
苑

に
は
姑

く
、
近
世
宿

騨
と

し

τ
分
濱
松
宿

の
起

立
を
右

の
慶

長
六
年

に
あ
り
と
見

て
叙
述

の
筆

を
運

ぶ
こ
と
と

す

る
。
蓋

、
国

内
交
通

の
螢
達

に
俘

び
所

謂
宿
場
町

の
登
展
を
楽

し
、
城

下
町

そ
の
他

に
射

し
て
特
異
性

を
有
す

る
存
在
と
な
り
し
事
實

は
、
、徳

1)岡 部 精一 氏 、」東京 奠都 の眞 相「一 九 六頁 参照
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川

時
代

に
入
り
て
後

、
始

め

て
顕
著

に
こ
れ
を
認
む

べ
き
を
知
ら
ば

、
近

世
宿
騨

の

一
た
る
濱
松
宿

の
起
立

を
」

徳
川
家

康

の
傳
馬
制
確

立
の
時

に
求
む

る
こ
と
は
是
認

せ
ら

る

る
で
あ
ら

う
。

四
、
傅
馬
役
の
起
立
と
そ
の
組
織

慶
長

六
年
傳
馬
制

の
確
立
と
共

に
、
濱

松
宿

に
お

い
て
助
右

衛
門

な

る
も

の
が

、
従
前

の
縁
故

を

以

て

問

屋

役

、
御

朱
印
引

合

せ
改
役

に
任
ぜ
ら

れ
し

こ
と
は
前

述

の
如

く

で
あ

る
。
而

し
て
こ
れ
と
同
時

に
十

王
町
、
即
ち

新

に
改
め

て
傳
馬
町
家

敷
三
十

二
軒

に
て
所
謂
御
傳

馬
役
を
勤

む

る
こ
と
と
な

っ
た
。
然

し
、

こ
の
時
代

に
あ

っ

て
は
そ

の
安

鶏
欺
態

の
な
ほ
比
較

的
閑
散

な
り
し
は

、
訳

の
組
織
を
見

れ
ば
明
ら

か

で
あ
ら
う
..
帥

ち
、
問

屋
會

所

は

】
ケ
所
、
僅

に
間

口
二
間
、
奥

行
四
尺

(原
文
の
儘
、
然
し
奥
行
四
尺
は
醗
り
に
狭
少
で
あ
る
。
恐
ら
く
尺
は
間
の
誤
で
は
あ
る

ま
い
か
と
思
ふ
)
に
過

ぎ
す
、
そ

の
事
務

の
如

き
も
五
人
組

隔
日

に
五
人
宛

帳
付
、
外

に
肝
煎
雨
人

、
都
合
七
人
を
以

て
賄

ふ
て
事

足
り
し
と

い
ふ
。
時

の
里
諺

に

「
宿

屋
七
人
駒
之

御
朱
印
」

と

い
ふ
こ
と
が
あ

っ
た
と

の
こ
と

で
あ

る

。凡
そ
右

の
如
き
は

そ
の
初
期

の
状
態

で
あ

っ
た

。
然

し
乍

ら
、
治
世

の
経
過
と
共

に
軈

て
幾
許

も
な

く
し
て
交

通
需
要

は
そ
の
度

を
堆

し
て
来

た
。
帥
ち

傳
馬
制
確

立

の
慶

長
六
年

よ
り
十

五
年

を
経
過

せ
し

に
過

ぎ
ざ

る
元
和

、

二
長

年

に
お

い
て
、
早

く
も
新

に
傳
馬

三
十
九

疋
を
増

し
、
都
合

七
十

五
疋
を
以

て
勤

め
し
む

る
こ
と
と
な

り
し

車
賃

は
、

こ
れ
を
明
瞭

に
物
語

る
も

の
に
外
な
ら
な

い
。
而
し

て
こ
の
た
め

に
～
傳
馬
町

の
南
方
岩
田
郷
な

る
と

こ
ろ
を
取
立

、
家
作

し
御
役
相
勤
む

べ
き
言
分
ぜ
ら

れ
、
所

々
よ
b
罷
出

で
地
子

御
免
許
を
以

て
旅
人
止
宿

の
瞥

東
海
道
濱
松
宿
に
関
す
る

一
考
察

第
三
十
三
巷

一
〇
三

第

一
號

一
〇
三



東
海
道
濱
松
宿
に
閲
す
る

一
考
繁

繁

三
十
三
巻
.

一
〇
四

第

一
號

一
〇
四

…等
を

な
す

に
至
り
し
と

い
ふ
。

而

し
て
、
同

年
十

一
月

に
は
次

の
如

く
、
上
下

駄
賃

銭
そ

の
他
が
申

渡

さ
れ
た
。

定

一
御
傳
馬
井
駄
賃
荷

い
つ
れ
も

一
駄

に
付
四
十
貫
目
之
専

一
濱
松
6
舞
坂
迄
上
下
荷
物

一
駄
に
付

ひ
た
鍍
四
十
四
文

見
付
え
七
十
二
交
、
井
蹄
り
馬
駄
賃
も
右
同
断
之
事

附
、
人

一
人
に
馬
之
半
分
た
る

へ
き
専

一
御
定
之
外
港
鎮
取
も
の
有
之
に
お
み
て
は
其
町
中
ム
過
鍍
と
し
て
家

一
軒
に
付
ひ
た
鍍
百
文
出
之

へ
し

但
、
當
人
は
五
十
日
訂
爲
精
舎
専

一
御
傳
馬
駄
賃
荷
物
宿
中
馬
持
次
第
可
付
之
専

一
駄
賃
馬
多
人
傑
暗
者
、
英
町
み
在
々
之
馬
を

や
と

い
荷
物
無
滞
く
様
雨
風
を
も
不
燃
可
出
之
事

右
之
條

々
若
於
相
背
者
其
町
之
年
寄
共
可
爲
曲
事
者
也

元

和

二

年

辰

霜

月

日

板 酒 本 土 突

倉 井 多 井 藤

伊 値 上 大

賀 後 野 炊 馬

櫛 御 御 御

印 印 印 印

人
徳
賃
銭

の
規
定
と

云
び
、
増

銭
徴
収

に
封
ず

る
戒
錺
と

云
ひ
、
何

れ
も
重
要

な

る
意
味

を
有

す

る
が
、
最
後

の

項

の
在

々
馬

云
々
の
規
定

は
、
そ

の
名

構
は
未
だ
見
え

ぬ
が

、
後

の
所

謂
助
郷

(濱
松
宿
に
お
け
る
助
郷
の
指
定
は
寛
永
+

凶
年
に
創
る
)
と
性
質

を
同

じ
く
す

る
鮎

に
於

て
注
意
を
要

す

る
。

其
後

、
元
和
九
成

年

に
は
三
代
將

軍
家

光
、
諸

侯
を
牽

び
て
大
畢
上

洛
、
七
月
十

三

日
濱
松

に
泊

り
未
曾
有

の

謎
蓼

蔑
藝

誌
旨

暗
hヒ
襲
.



大
通

行
で
あ

っ
た
が

、
此
頃

よ
り
上
下

の
諸
侯
公
卿

、
其
他
諸

役
人

の
通
行
漸

く
多

く
、
問

屋

役

一
人

に
て
は
勤

め
難

し
と

て
寛
永

八
年
よ
り

二
人
と
な
り

、
同
+
年
癸
酉
三

担
,
御
傳
馬
人
足
丼
御
継

飛
脚
御
用

」
と
し
て
爾
後
毎

歳

、
御
米

四
十

二
石

三
斗
七
午

(京
升
)
を
受

く

る
こ
と
と
な
り
、
永
く
後

代

に
及

ぶ
。

更

に
又
越

え
て
寛
永

十

一
年
成
年

に
は
再
び
家

光

の
上
洛

あ
り
。
な
ほ
同
十

二
年
参
観
交
代
制
度

の
確
立
を
見

る
に
及
ん

で
は
、
街

道
通
行
愈

々
繁

く
、
人
馬

需
要

の
躍
進

的
増
加
を
来

せ
し
は
、
想
像

に
鯨

り
あ

る
も

の
が
あ
.

る
。
菰

に
お

い
て
か
、
濫
松
宿

に
罰
し
て
寛
永

十
四
丑
年
三
月
宿
並
助
郷

の
指
含
あ

り
、
更

に
翌
十
五
年

に
は
、

さ
き

に
元
和

二
年

に
お

い
て
慶
長

六
年

の
規
定

三
十

⊥ハ
疋

に
三
十
九
疋
を
増

し
七
十

五
疋
と
な

り
し
傳
馬
数

を
、

重
ね

て
二
十

五
疋

を
増

し
て
、
「
御
側
馬
百
疋
」
と
定

め
ら

る
る
こ
と
と
な

っ
た
。

凡
そ
以

上

の
如

き
諸
事
實

は
何
れ
も
幕
府

の
初
期

た
る
元
和

・
寛
永

の
頃

に
、
既

に
人
馬
需
要

の
相
當
増
加

し

つ
つ
あ
り
し

こ
と

を
示

す
も

の
に
外
な
ら
な

い
。
渥
松
宿

に
お
い
て
は
先

に
傳

馬
町

一
町

に
て
七
十

五
疋

を
勤

め

し
と

こ
ろ

、
寛
永
十

五
年
御
傳

馬
百
疋

の
定

め
ら

る
る
と
共

に
、
新

に
聴

町

に
要
し

て
二
十

五
疋

の
御
用

を
命

ぜ

ら

る
る
こ
と

に
な

つ
起
。

こ
れ
等

を
-
御
傳
馬

二
町
方
」
と
唱

ふ
(な
ほ
後
述
参
照
)
。

五

、
歩
行
役

の
起
立
と

そ

の
組
.織

以
上
述

べ
た

る
傳
馬
役
町

た
る
傳
馬
町

の
場
合
と
同
じ

く
、
歩
行
役
町

も
亦

そ
の
由
来

を
幕

政
開
始

以
前

に
溯

る
こ
と
が

至
當

で
あ

る
。
即

ち

、
家

康
が
未

だ
濱

松
在
城

の
頃

、
肴

町
、
田
町

、
旅
籠

町

の
三
町
が

、
そ

の
歩
行

役
御
用

を
勤

め
、
地
子

を
免
ぜ

ら
れ
し
と

い
ふ
。
以
下

、
落
記

に
標

っ
て
そ

の
大
略
を
説

く
こ
と
と

す

る
。

東
海
道
濱
松
宿
に
關
す
る
一
考
察

第
三
十
三
巷

」
〇
五

、第

一號
}

一
〇
五



東
海
道
濱
松
宿
に
閲
す
る

一
考
察

第
三
+
三
巻

一
〇
六

第
一
號

一
〇
六

先

づ
肴

町

に
つ
い
て
は
、
家
康

在
城
常
時

、
榎
門

筋

に
家
数

六
軒

の
魚

屋

が
あ

っ
た
。
右

の
者

に
醤

し
て
御
着

御
用

を
仰
付
け
ら

れ

、
魚
鳥

の
類

を
調
進

し

て
み
た
。
と

こ
ろ
が
朝

夕
の
御
用
大

分

に
嵩

み
た

る
を
以
て
、

一
日

本

多
作
左
衛
門

、
天
野
三
郎
兵

衛

、
高
力

與
左
衛
門

三
人

よ
り
御
着
不

足
勝

な

れ
ば
と

て

「
…
…
其
方
共

一
人

し

て
魚
商
費

仕
候

者
共

十
人
宛
取

立
候

は
は
、
右
之
六

人
之
者

共
名
主

に
相
定

、
往
還
之
裏
地

に
、

一
ヶ
所

に
町
を

建

、
御
肴

御
用
井

に
西

は
舞

坂
湊

、
東

は
懸
塚
湊
之
内

に
而
取
上
申
魚
類

、
他
所
之
者
共

に

一
圓
爲

買

中

間

敷

候
」
「
其

上
濱

松
町
中

に
て
絵

町
之

者
共
、
魚
類
商
費
爲
致

間
敷

候
、

往

還
歩

役
相
勤
候
上
者

、

地

子
御

赦
免
可

破
鍋
下
置
候
」
云

々
と
達

せ
ら

れ
た
。

「
御
肴

の
御
用
」
云

々
は
兎
も
角
と

し
て
、

「
西

は
舞

坂
湊
、
東

は
懸

塚
湊

に
而
取

上
け
申
魚
類

、
他

所
之

者
共

に

一
圓
駕

買
申
間
敷
候

」
と
云
ひ
、
「
濱
松

町
中

に
て
除

町
之
者
共

、
魚
類
歯
質
爲
致

間
敷

候
」
と
あ

る
な
ど

.
重

(
註
)

大

な

る
特

権

で
は
あ

る
ま

い
か

。
彼

等

六

人

の
者

が
欣

然

と

し

て

こ
の
準

備

に
か

か
り

し

こ
と

は
容

易

に
察

せ
ら

れ

る
。

か

く

し

て
諸

庭

方

々

に

お

い

て
人

数

を
才
畳

し

て
、
漸

く

五
十

七

人

と

な

す

こ
と

を

得

、
帥

ち

右
六

入

の

者

名

主

を

命

ぜ

ら

れ

、
御

着

の
御

用

を

町
内

に

て
勤

め

、
他

方

、
名

主

以

外

五
十

一
人

中

二
人

を

月

行
事

と

し

、

残

り

四

十

九

人

の
者

に

て
歩

行

役

御

用

を
勤

務

せ

し
と

云

ふ
。

(註
)

こ
の
特
権
は
永
く
後
世
に
迄
持
緻
せ
ら
れ
た
。
「濱
松
市
史
」に

『
傳

へ
云
ふ
。
徳
川
時
代
に
あ
り
て
は
本
町
(肴
町
の
ζ
と
)
魚
商
は
城
主

.
の
特
許
を
得
て
、
濱
松
市
内
に
限
り
、
魚
類
專
責
の
特
権
を
有
し
、
常
時
他
町
に
は
肴
屋
な
る
店
舗
を
許
さ
ど
り
し
規
定
な
り
し
と
。
そ
の
考

謹
交
書
も
町
内
醤
家
に
所
蔵
せ
し
が
、
火
災
に
罹
り
て
焼
失
し
今
は
存
す
る
も
の
な
く
、
唯
古
老
の
口
碑
に
傳
ふ
の
み
。
さ
れ
ど
右
の
慣
行
は

明
治
初
年
ま
で
持
練
し
他
町
に
は
魚
類
店
舗
を
見
ざ
り
し
が
』
云
々
と
あ
る
。

又

、
田
町

は
古

く
よ

り
他
國
商
人
等

の
旅
宿

を
主

と
し
往
還
筋

に
當
り

、
家
康
在
城

の
頃

よ
り
着

呼
同
様

歩
行

1)同 書 、三 一 頁



役

を
勤

め
、
旅
籠

町
亦

往
還
筋

に
あ
り

、
そ

の
名

の
示
す
が
如

く
、
主
と
し

て
族
人
宿
舎

の
警

み
を

な
し
て
ゐ
九

が

、
こ
れ
は
特

に
乞

ふ
て
歩
行

役
町

に
加

は
り

し
と
云

ふ
。

而

し

て
、
右
三

ヶ
町
合
御
役
人

足
百

二
十

八
人
を
以

て
往
還

の
御

役
を
勤

め
た
。
と

こ
ろ
が
傳
馬

方

の
も
の
は

駄
賃

銭

の
上
ま

へ
を
取

り
、
大
分

の
利
得

を
得

て
み
た
が

、
人

足
役

の
も

の
は
何

の
役
得

も
な

く
御
役
を
勤

め

し

故

,
慶
長
七
年
寅
秋
右

三

ヶ
町

の
役
人
、
駿
府

表

へ
迄
罷

下
り

、
嘆

願
す

る
と

こ
ろ
あ
り
、
即
ち
「
一
ケ
月
之
内

、

末
十

日
之

駄
賃
役
」

と

い
ふ
こ
と
を
許
さ

れ
、
馬

敷

五
十

五
疋
を
所
持
し
、
其
内
肴

町
は
裏

町
な

る
故
、
田
町

、

旅
籠

町
甫
町

に
て
各
番

に
問

屋
場
を
定

め
、
月

末
十

日
間
駄
賃

馬
役
を
勤
む

る
こ
と
と
な

っ
た
。
爾
來

、
濱
松
宿

御
傳

馬
殺

の
者
共

へ
御

救
蝕
『
あ

る
場
合

に
は
,

常

に
そ
の
三
分

の

一
は
.
冶

…二
ヶ
町

に
割

賦

せ
ら

れ
肴
。

而

し

て
、
発

き

に
述

べ
し
如

く
、
寛

永
十

五
年

に
至

っ
て
傳
馬

百
疋

の
制

と
な
り

、

こ
の
際

新
規

に
盤
町

が
傳
馬

二
十

,

五
疋
を
勤
む

る
こ
と
と
な

っ
た
が

、
歩
役
三

ヶ
町

の
者

は
そ

の
儘
街

並
御
定
百

疋
の
外

に
相

立
直

、

他

宿

に

異

り

、
御

傳
馬

役
歩

役
双
方
合

し
て
百
五
十

五
疋

を
以

て
御

通
行
御
用
を
辮
す

る

こ
と
と
な

っ
た
も
の

で
あ

る
。

因

み
に
右
歩
役
三

ヶ
町
を

三
町
方

と
唱

へ
、
是

よ

り
以
後

、
御

救
割

賦
等

に
つ
い
て
屡

々
、
前

述

の
御

傳
馬

二
町
方

と
争

論
を
起

し
て
み

る
(
戸あ

傳
馬
方
、
歩
行
方
の
画
別
は
寛
文
八
年
以
後
撤
せ
ら
れ
五
町
同
様
の
勤
務
と
な
る
。
詳
細
は
後
述
参
照
)
。

な

ほ
傳
馬
役
歩
行
役
合

し

て
五

ヶ
町

の
御

役

町
は
、
正
徳

元
年

に
至

っ
て
新

に
連
尺
町

を
加

へ
、
六
ケ
町
と
な

り
以

て
幕

末
迄
続

い
た
。
而

し

て
こ
の
外

に
士
屋
敷
を
別
と

し

て
な

ほ
十

八

ヶ
町
存
し
て

み
た
が
、

こ
れ

は
無

役

町
(或
は
脇
町
)
と
稽

せ
ら
れ
、
急

な

る
御
連
行

に
て
助
郷
等
間

に
合

は
ざ

る
際

、
及
び
御
茶
壷

通
行
以

外

に
は
全

く

人

馬
継

立

に
關
係

が
な

く
、
所

謂
地

子
免
除

そ

の
他

の
特
典

を
享
受

せ
ざ

る
も

の
で
あ

っ
た
。
岡
崎
,宿

に
て
は

こ

東
海
道
濱
松
宿
に
聞
す
る
一
考
察

第
三
十
三
巷

一
〇
七

第
一
號

一
〇
七



東
海
道
濱
松
宿

に
關
ず
る

一
考
察

の

、の
種

の
町
を
御
年

貢
町
と
呼

び
し
と

い
ふ
。

第
三
.十
三
巻

一
〇
八

第

一
號

一
〇
八

六
、
寛
文
八
年
に
お
け
る
人
馬
縫
立
組
織
の
璽
革

発

き

に
述

べ
た

る
が
如

く
、
濱

松
宿

に
お

い
て
は
夙

に
傳
馬

二
町

方
と
歩
行

役
三
町
方
と

に
分
れ
て
、
人
馬
縫

わ

立

の
往
還
御
用

に
任

ぜ
し
も

の
で
あ

っ
た
が
、

こ
の
制
度

は
偶

々
、
寛
文

八
年

(西
、
一
六
六
八
年
)
幕
府
當
局

よ
り

の
拝
借
米
割

賦

に
聞
す

る
紛
孚

を
機
と

し
て
…墾
革

せ
ら
る

る
こ
と
と
な

っ
た
。

以
下

、
こ
れ

に
つ
い
て
若
干
を
述

べ
・、

以
て
街
道
宿
罷

に
診
け
る
人
馬
繊

立
組
織

の

一
斑
を
考
察

す

る
こ
と
と

し
た

い
。

寛

文
八
年
春

、
幕

府

に
お

い
て
は
道
中
街

々
の
窮
乏
を
察

し
て
、
東
海

道
各
宿
騨

に
饗
し
、
傳
馬

役

へ
五
百
俵

歩
行

役

へ
二
百

俵

、
合
計

七
百
俵
宛

の
所
謂
「
御
拝
借
米
」
を
分
賦

し
た

、
然

る
に
端

な
く
も
當
濱
松
宿

に
お

い
て

圏

は
、
右
傳
馬
力

へ
の
五
百
俵

の
内

、
三
分

の

一
を
「
先
規

の
如

く
」
歩
行

役
五
十

五
疋
分
局
之
方

へ
割
賦

す

べ
し
と

の
要

求
起
り

、
紛
議

容
易

に
決

せ
す

、
逮

に
双
方

の
代
表

者
江
戸
表
迄
赴
き
、
造
出
奉
行

に
訴

訟
を
提
起
す

る
騒

と

な

っ
た
。
而

し

て
こ
の
裁
決

の
結

果
と

し
て
、
以
後
人

馬
勤

方

の
方
法
を
改

め
、
双
方
甲
乙
な

く
人
馬
役
を
年

月
交
忙

に
て
勤

務

せ
し
む

る
こ
と
と

定

め
ら
れ
、
叢

に
「
五
町
同
役
」
と

い
ふ
こ
と
と
な

っ
た
。
乞

ふ
、
次

の
裁

決

書
を
見

よ
。

常
春
東
海
道
働
馬
宿

へ
拝
借
米
就
被
爲

仰
付
、
傳
馬
役
へ
五
百
俵
、
歩
役

へ
二
百
俵
、
合
七
百
俵
宛

一
宿
へ
請
取
可
申
旨
、
何
方
へ
も
申
鯛

候
、
何
時
に
濱
松
へ
も
鯛
候
堪
に
、
濱
松
町
之
義
者
、
傳
馬
役
之
者
は
御
傳
馬
百
疋
之
御
役
相
勤
、
人
足
役
は
別
人
共
相
勤
之
、
此
人
足
役
勤
候

マ

ロ

}
衆
序
に
馬
五
十
五
疋
所
持

仕
、
駄
賃
を
取
往
還
之
荷
物
運
贈
之
御
用
相
逡
候

に
付
、
以
前
澄
傳
馬
役

へ
の
御
敷
物
、
何
れ
も
三
ッ
割

一
ッ
分
、
歩

行
役
相
勤
候
者
共
五
十
五
疋
之
馬
之
方

へ
請
取
之
由
、

今
度
江
戸

へ
來
り
訴
之
候
、

鹸
方

に
替
、

人
足
役
之
内

に
五
十
五
疋
之
駄
賃
馬
所
持
之

2)岡 崎古史 第三 巻 三七 九頁
1)こ の囲別 は勤 務上 街 道諸宿 に行 はれ た もの ～=思はれ る。 宿繹 出火類嶢 の際 、

御 鰹 鳥役 一軒 に付金 三雨 宛、歩行 役 同 じく金 一 雨二分宛 と拝 借 高が公 定 さ
れ て るた。 宿場 出火拝借法(地 方凡例 錐 、巻 穴、L日 本 経 済叢 書巻 三一 、三

四四 頁■、徳 川幕府 縣 治要略 三 〇 一頁)但 、賃 際 には必 らず しも この溢 りに

行 はれず 、(例 之 、LR本 財 政経 濟史 料 、巻 六 、・一四四、一 四六頁 「参照)
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難
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一

由
、
於
然
者
自
今
以
後
者
、
具
今
迄
百
疋
傳
馬
役
之
者
五
+
五
疋
駄
賃
馬
持
申
看
も
、
断
時
に
御
傳
馬
井
駄
賃
荷
物
共
に
百
五
十
五
疋
に
而
相
勤

人
足
役
も
有
官
五
+
五
疋
之
馬
役
之
衆
中
、
年
中
等
同

に
可
相
勤
倹
、
向
後
百
五
十
五
疋
之
外

に
も
傳
馬
人
足
共
に
可
相
勤
と
申
も
.④
有
之
は
相

加

へ
、
雨
様
共
に
御
役
儀
無
滞
標
可
相
勤
候
、
當
年
拝
借
米
之
御
米
三
百
五
十
優
先
等
分
に
双
方
え
配
分
可
仕
候
、
年

々
鞍
下
候
偲
島
人
足
役
之

御
扶
持
米
も
、
右
之
役
人
中
無
高
下
国
事

に
割
請
取

之
可
中
老
也

寛

文

八

年

申

五

月

小 か 渡 岡 松 高

L猪

濱 右
山 甲 大 出

衛 伊

人傳 城 斐 隅 雲 門 勢・

足馬 町

役役
御 御 御 御 御 御

中
中 印 印 印 印 印

右
掲

ぐ

る
と

こ
ろ

の
裁
決
書

に
よ

っ
て
、
濱

松
宿

に
お
け

る
人
馬
勤
方
が

、
寛
文
八
年
以
降
攣
革

せ
ら
れ

し
こ

と
明
ら
.か

で
あ

る
。
而

し

て
、
そ

の
實
際

に
お
け

る
役
割

に
つ
い
て
は

.
次

の
如

く
規
定

せ
ら

れ
た
。

御

役

割

之

畳

、

御
傳
馬
百
五
十
五
疋

人
足
百
二
十
八
入

内

二
町
方
五
分

但
、
三
分
七
厘
五
毛

一
分
二
厘
五
毛

東
海
道
濱
松
宿
に
關
す
る

一
考
察

傳

馬

町

堅

町

同 御

役

門

七

+

五

軒

二

+

五

軒

第
三
十
三
巷
.

一
〇
九
.

第

一
號
.

一
〇
九



東
海
道
濱
松
宿

に
聞
す
ろ

一
考

察

但 町
'方

同 局 三 五分 分

放 出 肴

籠

町 町 町

第
三
+
三
春

御

役

門

司同

一
一
〇

第

一
號
.

一
一
〇

二 五 四

十 十 十

九

軒

二

軒

七

軒

右
は
人
馬
繊

立

の
分
捲

を
示

す
も

の
で
あ

る
が
、
更

に
責
務

上

の
規
定

と

し
て
、
次

の
如
く

に
定
め
ら
れ
た
。

一
御
傳
馬
井
手
脇
人
足
帯
付
荷
下
し
萬
見
歩
使

一
一
切
之
駄
賃
馬

但
、
御
鯛
状
往
還
之
衆
宿

々
に
而
逸
り
物

右
、
月
半
分
兎
馬
役
番
に
て
相
勤
可
申
候

…
叩
匿
口
㌦
㌧生

肝
賢
聴
粍
町
ρ
叩
hり;
臣
降
臨
、

右
も
月
半
分
宛
相
動
可
申
候

一
繊
飛
脚
は
+
五
日
宛

、
但
、
三
十
人
之
外
は
爾
所
汐
立
合
相
勤
可
申
候
、
御
状
箱

に
相
添
参
候
御
鯛
状
何
に
而
も
其
飛
脚

に
而
指
越
可
申
候

一
諸
事
御
迎
は
雨
問
屋
立
合
可
申
候

マ

　

一
往
還
御
傳
馬
人
足
に
付
、
六
ケ
鋪
出
来
候
は
工
何
方

へ
御
託
に
参
候
共
、
造
用
之
分
番
切

に
遣
可
申
候

[
御
上
使
様
御
目
付
榛
其
外
待
宿
之
造
作
、
両
所
5
出
し
可
申
候

一
御
壷
は
宮
榛
御
公
家
榛
御
門
跡
様
之
節
、
人
馬
賄
雨
所
役
人
衆
立
合
可
申
候
、
其
外

一
度

に
傳
馬
五
十
疋
之
余
参
候
は

忍
両
所
汐
相
勤
可
申
候

右
之
通
り
御
役
分
ケ
、
五
町
庄
屋
町
中
之
者
共
立
合
相
談
仕
相
動
申
候

以

上

申

十

丹

・
.

、
.

五

町

庄

屋

共

連

印

即
ち
右

に
よ

っ
て
傳
馬
方

、
歩
行
.方

の
匪

別
撤

せ
ら

れ
し
と
共

に
、
著
し

く
協

調
的
と
な
b
し
事

明
ら

か
で
あ

る
つ
人
馬

雨
役
共
相
祈
年

し
て
こ
れ
を
負
指

す
る
を
原

則
乏
す

る
が
、
大

通
行
そ

の
他

御
用
繁
忙

の
際

は
、
勿
論

相
補
ひ
し

も
の
で
あ

る
。
思

ふ
に
斯

る
攣
革

は
交
通
需
要

の
漸
増

に
撤
し
、
若

干
の
意
義

を
持
ち
得

た

で
あ
ら
う
。


